
 

               

 

 

 

 

担 当 課 和歌山城整備企画課 

担 当 者 伊津見・杉山・北野 

電    話 (073)435-1044 

内  線 ３８３７、３８５０ 

資 料 提 供 

令和８年４月２８日 

会  期 令和８年４月２８日（火）～６月８日（月） 

会  場 わかやま歴史館 ２F 歴史展示室 

開館時間 9時～17時 30 分（入館は 17時まで） 

入 館 料 わかやま歴史館入場券 

大人１００円、小人無料 
※和歌山城との共通入場券(大人 410 円)で入場可能 

※和歌山市在住の 65 歳以上の方は無料 

※障害者手帳をお持ちの方などは無料 

 和歌山城整備企画課 ℡073-435-1044(平日のみ) 

春の企画展示 
徳川光貞 生誕 年記念 

徳川光貞は、藩祖徳川頼宣の長男として寛永３年(1626年)12

月に誕生しました。そして、歴史上では８代将軍徳川吉宗の父と

して知られています。しかし、著名なこの２人の間に挟まれる形

となる光貞は、メインとしてあまり取り上げられることのないマ

イナーな存在でした。 

しかしながら、光貞の治世で醸成された政策は、薫陶を受けた

息子の吉宗によって紀州藩にとどまらず、江戸幕府の政策にも反

映されていったとされています。また、文化芸術面をみても、絵師

狩野探幽に指南を受けたとされる光貞によって描かれた作品が多

数現存しており、江戸時代後期に活躍する紀州徳川家 10 代徳川

治宝に次ぐ功績を誇ります。 

本展では、生誕400年を迎えた徳川光貞について、資料からみ

える治世の特色や和歌山市内に残る絵画などを通じて、紀州徳川

家にとって偉大な２代であったことをご紹介します。 

伝 徳川光貞 画「鷹図」 

（南嶽山 禅林寺蔵） 

徳川光貞書状/尾張大納言(徳川光友)宛 

（和歌山市立博物館蔵） 


